
■読者の皆様へ■

　本書の原著となる『HKS流エンジンチューニング法』は，1995年12月18日に初版が刊行さ
れて以来，チューニングを志す読者の方々を中心に読み継がれ，刷を重ねてまいりました。
HKS（エッチ・ケー・エス）創業者である長谷川浩之氏本人によって，同社のチューニング
のエッセンスとノウハウが紹介された唯一の書籍であり，その内容は電子制御の高度化した
現代のクルマにも活用できる知見を多く見て取ることができます。
　原著はしばらく品切れ状態が続いておりましたが，このような知識を必要とする方々をは
じめとして再刊のご要望をいただくようになり，増補二訂版の刊行を決定いたしました。

　刊行にあたっては，内容の再確認を実施するとともに，カバー装丁を一新しました。さら
に巻頭には，長谷川浩之氏とともにチューニング部品の開発やモータースポーツ活動を展開
し，2016年に2代目社長に就任した水口大輔氏に「創業者 長谷川浩之氏とHKSについて」と
題して，長谷川氏の技術者や経営者としての横顔やHKSのこれまでの活動に関する寄稿をい
ただきました。
　また，今回の刊行にあたりHKSで顧問を務められた浅妻金平氏にもご協力をいただきまし
た。ここに御礼申し上げます。
　本書をご覧いただき，クルマを適切にチューニングする楽しさや奥深さを感じ取っていた
だければ幸いです。
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■���長谷川浩之創業社長との出会い
　私が本書の著者でもある長谷川浩之社長と初めてお会いしたのは，1992年，
HKSの入社面接の時でした。食堂に隣接した小さな会議室が面接の場所で，面接
室に入るとそこに長谷川社長が座っておられました。
　面接が始まると長谷川社長は，「水口さんは何の学問が好きかい？」と質問さ
れました。
　ものづくりと機械が大好きだった私は，「機構学です」と答えたところ，長谷川
社長は「そうかい。機構学とは珍しいな」と言ってニヤっと微笑みました。
　次の質問は「HKSのどこがいいと思ったのかい？」と聞かれ，私は，「HKSは
正門があって守衛さんがいるような大きな会社かと思っていましたが，実際は町
工場みたいで意外と小さくて驚きました。でも，色々なことがやれそうでいいな
と」と正直に答えました。
　長谷川社長はさらに笑顔になり，「そうかそうか」と言って，「HKSはやりたい
と思ったら何でもできる会社だからな」と話され，その後は面接というよりも，
長谷川社長ご自身が，HKSのいいところ，すごいところを懇々とお話しされまし
た。私が受けた質問はこの２つくらいだったと記憶しています。翌日には，合格
の連絡が来て，私は晴れてＨＫＳに入社することになりました。これが長谷川社
長との出会いです。
　この出会いから24年後，HKS創業43年目の2016年11月，長谷川社長は他界され
ました。長谷川社長との数々の想い出は今でも鮮明に覚えています。

株式会社エッチ・ケー・エス
代表取締役社長　水口大輔
1969年生まれ。1993年4月HKS入社。商品開発部署所
属，モータースポーツ部署配属，HKS USA INC出向，
ガスエンジン開発部署配属を経て，2011年6月CNG
開発部長，2012年11月取締役，2016年11月代表取締
役社長に就任。2018年8月株式会社エッチ・ケー・エ
ス テクニカルファクトリー代表取締役社長，2019年8
月日生工業株式会社代表取締役社長に就任。
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著者略歴

長谷川浩之（はせがわ・ひろゆき）

1946年～2016年，静岡県生まれ。

1967年沼津高専卒業後，ヤマハ発動機に入社。四輪車用エン

ジンの研究開発を担当する研究課に配属。1969年トヨタ自工

レーシングチームのレース車開発のためにトヨタ自動車工業

に出向。トヨタ7をはじめとするトヨタのレース車のエンジン

やシャシーの開発に携わる。1972年12月にトヨタのレース活

動の縮小に伴ってヤマハ発動機に復帰。1973年10月に退社

し，株式会社HKSを設立，代表取締役社長に就任した。ター

ボエンジンのチューニングを手がけ，レース用やラリー用エ

ンジンを開発，研究用にＦ１エンジンの設計製作からモー

ターサイクル用エンジン，航空機（ウルトラライト）用エンジ

ンなど幅広く開発を続け，常にその研究開発の先頭にって活

躍した。
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